
 

 

中高年の就労の課題 

 

 内容 必要と思われる支援 

ケース１ ・独身、親と同居していたが親の介護が必要になった ・親

が認知症など 

・親のサポートがあり就労継続できていた 

・生活のバランスが崩れる   

・健康面で管理する人がいなくなる  

・出勤できる日が減る  

・通院を忘れる 

・服薬を忘れる  

・親の介護サービスの知識  

・生活面の福祉サービスの知識   

・早い時期からの自立の準備 

・家族会などの知識  

（課題）  

健康管理などの支援をどうするか。 

企業側ができる支援はあるか。 

ケース２ ・独身、親と同居で暮らしていたが、親が亡くなった 

・兄弟が同居しているが逆にサポートが必要な状況 

・親のサポートがあり就労継続できていた 

・住んでいた家に引き続き住めるかどうか 

・生活の乱れにより欠勤が増えた 

・仕事の質の低下 

・通院を忘れる 

・服薬を忘れる 

・生活面の福祉サービスの知識   

・グループホームなどの手続きの

知識  

・早い時期からの自立の準備 

・家族会などの知識 

（課題） 

健康管理などの支援はどうするか。 

企業側ができる支援はあるか。 

ケース３ ・親から独立し一人暮らし 

・親からの経済的援助なし 

・独身者は結婚についての相談あり 

・失業後の頼る場所がない 

・生活面の福祉サービスの知識 

・年齢に応じた支援 

・ライフステージに応じた支援 

・若い時からのキャリアプランの

作成 

ケース４ ・若い時に就職した。 

・若いため体力に自信あり。 

・加齢とともに体力のいる仕事が厳しくなってきた。 

・定年まで続ける自信無くなる。 

・企業側は様々な職種を検討するも限界あり 

・若い時からのキャリアプランの

作成 

・若い時から様々な経験をする。 

・ライフステージに応じた支援  

ケース５ ・中途障害で退職  

・これまでの仕事はできない（脳出血で下半身マヒ、上半身

も片マヒ 車いす生活 前職は営業職） 

・医療機関とハローワーク以外の相談機関はない 

・リハビリ後の日中活動の場の相談 

・居住環境の相談 

・生活面の福祉サービスの知識 

・ライフステージに応じた支援  

 

ケース６ ・両親が自営業、会社経営  

・外に就職せず親の会社で勤務していたが、両親の具合が悪

くなる（事業やめる）、亡くなる（廃業）などにより仕事が無

くなる。 

・生活面の福祉サービスの知識 

・若い時からのキャリアプランの

作成 ・若いうちから様々な経験を

する。 

・ライフステージに応じた支援 
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